














語として考えられてきた。たとえばニコール・モゼは « La Cousine Bette,
Roman de pouvoir féminin ? »のなかでヴァレリーが男を誘惑するために身支度


















































































































のことをさんざん馬鹿にして、老いぼれ毛染め猫（un vieux chat teint）などと呼ぶ
女のためなのだ！」（12）
２）ジョゼファがユロに語りかける場面――
























une tigresse à qui l’on a enlevé ses petits）でしたよ。」（17）
２）ユロの妻アドリーヌがクルヴェルに誘惑されたが、断る場面――
「私のことを美しいと言って下さいましたけど、その美しさを利用して、オオカミ






















































































「マルネフ夫人は闘牛士の役（cette œuvre de picqdor）を途中でやめた。ベットが怖
くなったのだ。ローレーヌ女は恐ろしい顔をしていた。射るような黒い目は虎の目
のように座って睨みつけている。（ses yeux noir et pénétrants avaient la fixité de ceux
des tigre）その形相のすさまじさはギリシアの巫女の形相かとおもうほどで、ガチ




vraie chèvre affamée, je la finis en lionne）。」（37）
７）地の文による描写――
「リスベットは巣の真ん中で見張っている蜘蛛よろしく（de même qu’une araignée









































































は、A est X comme B で品質形容詞 X を動物である B によって想像させる直











































































































『従妹ベット』の新聞連載が始まる 3 年前の 1843 年に分冊が発刊され、1844









Un Autre Monde, transformation, visions, incarnation, ascensions, locomotions, exploration,
pérégrinations, excusions, stations, cosmogonies, fantasmagories, rêveries, folâtreries,
facéties, luries, métamorphoses, zoomorphoses, lithomorphoses, métempsycoses,
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